




Colsessの抵抗性遺伝子を M18とし， ロジヤ 12号の遺伝子は， 主きそらく，M18と相同であろう
とした. また， H. E. S. 4の遺伝子 MlsとMl8は連鎖し，その組換価は 31.4土2.7%であっ
たく農学研究， 44: 1-10).さら仁，六角ジパリーから分離された系統，六角シパリー 2の遺伝
子は H.E.S. 4の遺伝子 Mlsおよび中泉在来の遺伝子 Ml7と連鎖し， その組換価は，それ
ぞれ44.2土1.7%および26.4士4.0%であった.これらの結果から， Colsessの遺伝子 M18と六
角ジパリー 2の遺伝子は， Mlsとの組換価においてかなりの開きがあるので， 互仁異なったものであ
ろうとした〈農学研究， 44: 65-80). 
ところが， Colsessx口ジヤ 12号， 日ジヤ 12号×六角ジパリー 2および H.E.S.4x日ジヤ 12
号の Fzについて，また， H. E. S. 4 x ColsessのF3仁ついて，それぞれ実験した結果， Colsess， 
日ジヤ 12号および六角ジパリー 2の遺伝子は互に相同であることがわかった. それで，遺伝子 Ml8
仁ついての実験結果を第7報および第9報勿補足として報告する.
実験結果
1. Colsess，口ジヤ 12号および六角ジパリー 2の遺伝子
Colsess， ロジヤ 12号および六角ジパリー 2は， ウドソコ病菌の race1仁対する抵抗性におい
て， それぞれ非抵抗性品種と 1遺伝子差であった.そして，第1表に示したよう仁， これらの品種
を互仁交雑したFzにrace1を接宣すると， 供試植物;ますべて親品種と同程度の低抗性を示し，
非抵抗性個体は分離しない. しかも，これら 3つの品種は， ウドツコ病菌の 11のraces仁対する
抵抗反応仁おいて，ほとんど区別できないから，それぞれの抵抗性遺伝子は相同といえ:る.
第 1表 Colsessxロジヤ12号，ロジヤ12号×六角ジパリー 2および
H. E. S.4xロジヤ12号の F2にrace1を接種した結果
F2における観察個体数
交雑および親品種の感染震度 x! 
R M S 昔十
Colsess (1 ) Xロシヤ 12号(1 ) 。1266 。 1266 
r.!/ャ12号 (1)x六角シ同リー 2(1-2) 。1186 。 1186 
H. E. S. 4 (0) x p シヤ 12号(1 ) 920 241 65 1226 
12: 3: 1と し て の 期待数 919.5 229.9 76.6 1226 2.292 





2. Mls (H. E. S. 4)とMl"の連鎖
H.E. S.4xロジヤ 12号のF2にrace1を接彊すると， H. E. S. 4の遺伝子は Rtypeの
抵抗陸を示し，ロジヤ 12号の遺伝子は Mtypeの抵抗性を示すから，両者は確実に区別できる.
それで， 2つの品種の遺伝子が独立であるならば， F2仁おいては， R :M:Sは12:3 : 1の分離
をするはずである，観察結果注第l表のよう仁，独立の分離比に適合してやる.この結果からでは，
H.E. S. 4の遺伝子とロジヤ 12号のそれは独立といえる. しかし， H. E. S. 4の遺伝子と細麦
Cのそれは連鎖し， また， 細麦Cの遺伝子とロジヤ 12号のそれは連鎖してやるから〈農学研究，
44: 1ー 10)，H. E. S. 4の遺伝子とロジヤ 12号のそれも連鎖していなければならない. それで，
第1表の結果から， H. E. S. 4の遺伝子とロジヤ 12号のそれの組換価を計算すると， P=46.1土
2.8.%である. ところが， H.E.S. 4とColsessの組換価ぽ 31.4土2.7.%であって， 2つの組
換価仁はかなりの開きがある.Colsessの遺伝子とロジヤ 12号のそれは相同であるから， 2つの組換
価に大きな開きがあるのはおかしし¥そこで， H. E. S. 4 x Colsessのお仁ついて実験して見た.
まず， H. E. S. 4 x ColsessのF2にrace1を接種すると， R typeとM typeとStype 
の3つの感染型に区別できる. H. E. S. 4の遺伝子はヘテロ仁なっても R typeの抵抗性を示す
から， F2でM typeあるいは Stypeを示した個体位 H.E，S. 4の遺伝子を持っていないもの
である.これら M typeおよび Stypeを示した個体の F3にrace1を接種すると， もし， H. 
E. S. 4とColsessの遺伝子が独立であるならば，抵抗ホモ (Mtype) :ヘテロ (MtypeとS
type) :非抵抗ホモ (Stype)は1:2: 1の分離をするはずである.観察結果は第2表のように，
独立の分離比に適合してやる. しかし，ロシヤ12号の場合でも述べたように， H. E.S.4の遺伝子
とColsessのそれほ連鎖しているはずである. それで，第2表の結果から組換価を計算すると p=
42.5土5.0.%である.この価は H.E.S.4とロジヤ 12号の組換価および H.E. S. 4と六角ジパ
リー 2の組換価に非常に近し¥




抵枕(M事〉毛 A テ世 鼻絡(事St申毛
X宮
(M:S) (S) t 
H. E. S. 4 (0) x Colsess (1) 42 62 28 132 
1: 2 : 1 e しての期待数 3 6 3 132 3.454 




とのよう仁， H. E. S. 4 x ColsessのF3試験では， Colsess， ロジヤ 12号および六角ジパリー 2
の遺伝子がそれぞれ相同であるととに矛盾しない結果が得られた.それでは， F2仁おける結果と F3に
おける結果に，どうしてこのような大きな開きができたであろうか.H. E. S. 4 x ColsessのF2仁おい
て， race 1に対して Mtypeと判定されたものは 123個体であった.これら 123個体の中， F3仁
おいて， 非抵抗陸系統と判定されたものが 19系統もあった.これは， Colsessはウドンコ病菌を接
種すると，植物全体が資変し，葉の先端から枯死してくる性質がある.この性質は， ウドツコ病菌
を接種しない時でも，栽l者管理が適当でないとしばしぼ見られる. この特異性質のために， Colsess 
と他品種とを交雑した F2においては，元来はウドツコ病菌に対して非抵抗性の個体でも，感染程




さて.Colsess， ロジヤ 12号および六角ジパリー 2の遺伝子は相同であるから， これら 3者の遺
伝子と H.E.S.4の遺伝子との聞に得られた組換価を重みずけて卒均すると，第3表のように，
M1SとM1Sの組換価は44.6土1.4%である. なお， H. E. S. 4 x ColsessのF2における結果
は第3表から除いた.
第 3表 Ml.5 と lkfl~ の組換価のまとめ
資 料 源 p償 n 1 =ni m=〆1/1 pI 
H. E. S. 4 (M13) x Co1sess (Mlg) Fa 0.425 4.0304 99 399.01 0.050 169.58 
H. E. S. 4 (Ml.~) xロシヤ 12号 (Ml.)F2 0.461 1.0561 1226 1294.78 0.028 596.89 
H. E. S. 4 (Ml5) X 六角シ~ 9-2くMls)F2 0.421 1.0463 1488 1556.89 0.025 655.45 
六角シ~ 1) -1 (Mls)x 大角シ，~ 1) - 2くMl~) Fj 0.459 1.0555 1520 1604.36 0.025 736.40 
六角シ~ 1) -1 くMめ x六角 y~ 1)-2くMら)F3 0.471 3.7096 50 185.48 0.073 87.36 
令 計 5040.52 2245.68 
重みすl:tられた組換価=44.6土1.4%
3. 11117 (中泉在来〉と M1Sの連鎖
細麦Cの遺伝子は中泉在来の遺伝子 M~7 と相同である. それで，細麦CXロジヤ 12号および




資 料 源 p償 n 1=凶 m=パ万 pI 
細表 C (MI7) Xロ v ャ 12号 (Ml..)F2 0.198 1.0099 814 822.06 0.035 162.77 
中泉在来 (Ml;) x六角 ν~ 1) -2 (Ml，.) F2 0.248 1.0156 457 464.12 0.046 115.10 
中泉在来 (M17) X六角シ~ 1) -2 (MI.)日 0.307 1.0241 170 174.09 0.076 53.44 
合 計 1460.27 
重みすけられた組換価=22.7土2.6%
第 1図 MIs， Ml7および MI:gの排列順序とその組換価











2. H. E. S. 4の遺伝子 Ml5とMl8は連鎖し，その組側面は44.6土1.4%である.
3.中泉在来の遺伝子 Ml7とMl8は連鎖し，その組側面は22.7土2.6%である.
4. 3つの抵抗性遺伝子の排列は M1s-Mlr-MI8の順である.
5. Colsessは実験材桝として適当でない M，らを持った品種の代表として， ロジヤ12号を供
試するのが適当である.
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